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陸上自衛隊第１４旅団広報誌

しこく

今号の内容

・ ベストオブフォト

今年もお世話になりました。



能登半島地震
[給水支援]

能登半島地震
[物資輸送支援]

旅団射撃競技会
[各個射撃]

旅団射撃競技会
[分隊射撃]

旅団災害対処演習
[ホイスト救助訓練]

第１４旅団創隊１８周年
善通寺駐屯地開設７４周年

記念行事
[観閲式]

二
〇
二
四
年
を
振
り
返
る

能登半島地震
[入浴支援]

旅団災害対処演習
[通信の確保]

旅団音楽まつり
[ステージドリル]

旅団音楽まつり
[ステージドリル]

中部方面特科隊廃止行事
[隊旗返還式]

第１４旅団創隊１８周年
善通寺駐屯地開設７４周年

記念行事
[観閲行進]

自衛官候補生課程入隊式
（高知）
[新入隊員]

自衛官候補生課程入隊式
（高知）
[宣誓]

第１４旅団創隊１８周年
善通寺駐屯地開設７４周年

記念行事
[ロープ体験]

１



豊後水道地震
[初動対処の出発準備]

豊後水道地震
[作戦会議]

豊後水道地震
[高知県庁への派遣・対応]

募集広報の日
[職種紹介（衛生科）]

募集広報の日
[職種紹介（化学科）]

募集広報の日
[職種紹介（施設科）]

日米合同演奏会
[合同演奏]

日米合同演奏会
[両指揮者]

オリエント・シールド２４
[訓練開始式]

旅団演習
[警戒]

戦傷治療集合訓練
[患者輸送]

部隊相談員集合訓練
[傾聴法]

陸曹候補生２次試験
[分隊教練]

旅団集合教育「レンジャー」
[帰還式]

追悼式
[追悼の辞]

オリエント・シールド２４
[ＨＩＭＡＲＳ]

オリエント・シールド２４
[総合訓練]

旅団演習
[命令・指示]

旅団演習
[近接戦闘]

陸上自衛隊演習
[海上機動]

陸上自衛隊演習
[監視]

陸上自衛隊演習
[進入]
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【訓練展示】
災害発生時から情報収集、合同調整所設置、救出

救助までの一連の行動を各自治体と連携し共に訓練
を行いました。
（写真下）

０１ 各県防災訓練への参加

捜
索

①

【訓練展示】
南海トラフ地震など

の大規模災害に備え、
地域住民と防災関係機
関が協力し、各地区で
の避難体制の構築及び
ライフライン途絶時に
おける情報収集・伝達
活動、救助救出を検証
する訓練であり、第１
４高射特科隊は、防災
関係機関と協力して警
察・消防・自衛隊共同
による土砂災害発生時
における人命救助能力
の向上を図りました。
（写真左）

緊
急
患
者
空
輸
訓
練

第５０普通科連隊はこれからも地域と連携し
南海トラフ地震や各災害に備え訓練に邁進します。

約２５０食のカレーを炊き出し

第５０普通科連隊（連隊長 水関謙作１等陸佐）は、１１月１１日に「令和６年度香南市総合
防災訓練」、１１月１６日に「令和６年度高知市総合防災訓練」に参加しました。

【装備品展示・炊き出し】
訓練終了後には部隊が保有するオートバイや１トン半救

急車、高機動車、人命救助セットなど災害派遣で活躍する
装備品を展示し実際に触れていただきました。（写真①）
また、野外炊具で調理したカレー約２５０食の炊き出し

を行い地域住民の方々に味わっていただきました。
（写真②）

防災関係機関との連携

第１４高射特科隊（隊長 渡辺大嗣２等陸佐）
は、１２月１日、愛媛県愛南町で実施された「令
和６年度総合防災訓練」に参加しました。

救
助

搬
送

【装備品展示】

愛媛地方協力本部が実施する装備品展示において１１
式短距離地対空誘導弾（１１短ＳＡＭ）及び９３式近距
離地対空誘導弾（近ＳＡＭ）を展示し多くの方々に触れ
ていただき募集広報に寄与しました。（写真上）

第１４高射特科隊は、引き続き防災関係機関と密接に連携し、災害対処能力の向上を目指します。

大規模地震を想定した令和６年度徳島県総合防災訓練に
おいて、第１４飛行隊は多用途ヘリコプターＵＨ―１Ｊを
もって、孤立地域となった病院から医療体制の整った病院

②

徳島県総合防災訓練に参加して
３等陸尉 澤﨑将司

への緊急患者空輸訓練を実施して徳島県及び防災関係機関との連携を強化し、災害対処能力の向
上を図ることができました。

このような病院のヘリポートへの離着陸を通じて自身の操縦練度を再認識するとともに、更な
る技量の向上とあらゆる事態において任務を遂行できる航空操縦士となれるよう引き続き努力が
必要だと改めて痛感しました。

本訓練を通じて、今後予想される各種災害において第１４旅団そして第１４飛行隊にかかる期
待が大きなものであることを肌で感じるとともに、自衛官及び操縦士としての職務に対する誇り
を強く感じることができました。

３
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【バケットローダを操縦する様子】（写真左）
バケットローダ操縦手として参加した植松力登陸士長は「今年３月

に初級施設機械操作教育を修了してから初めての実践の場でした。バ
ケットローダを操縦し、真砂土の運搬や停弾堤斜面の角度調整作業を
実施しました。教育が終了してから半年以上が経っていたので、不安
と緊張が入り交じっていましたが、上司・先輩からアドバイスをいた
だき、落ち着いて作業することが出来ました。」と話していました。

機能維持・向上と操縦手の技術向上に繋げる

第１４施設隊（隊長 𠮷田正幸２等陸佐）は、１２月上旬、「令和６年度方面統制秋季教
育訓練基盤構築（日本原）」に参加しました。期間を通して日本原演習場のブラッシュアッ
プを行うものであり第１４施設隊は主に伐木材の破砕、停弾堤の補修等を行いました。

【基盤構築した演習場】（写真上）
演習場は、私たち自衛官にとって訓練を行い、自分たちを練磨する「道場」ですが、自然の山林を

切り開いた場所は、経年劣化や草木が生い茂ることによって、必要な機能が損なわれることがありま
す。このため定期的に草を刈ったり、排水溝の土砂を取り除く機能維持のための基盤構築を行います。

道場のブラッシュアップ

第１４旅団司令部付隊（隊長 菅貴光３等陸佐）は、１２月上旬、「令和６年度旅団統制
秋季教育訓練基盤構築」を実施しました。これは我々が普段訓練や射撃で使用する「道場」
である演習場のブラッシュアップです。
今回は約４日間にわたって、全隊員が「道場」に敬意を払いつつ、機能維持のため基盤構

築を実施しました。
整備後、驚くほどきれいになった「道場」の光景は、晴れやかな気持ちになり、新たな

「やる気と爽快感」を与えてくれました。

０２ 旅団統制秋季教育訓練基盤構築の実施

before after

０３ 方面統制秋季教育訓練基盤構築の実施

【ロングアームの操作】
射撃の際、弾を受け止めるための停弾堤の補修を行いロン

グアームにより斜面を整えました。
（写真左）

【ウッドチップの作成】
ウッドチップは戦車射座

において戦車等がスムーズに
機動できるよう地面を引きな
らすために使用します。
（写真右）

４



０４ 第１４後方支援隊創隊１８周年記念行事の実施
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０５ 高知県安芸郡芸西村で巡回演奏

【式典】
多数のご来賓の方々と隊員家族を招待し、ご来賓から祝辞

を賜りました。渡邊隊長は、式辞において「あらゆる事態に
即応して、我々に与えられる兵站・衛生支援任務を完遂でき
るようプロフェッショナルとしての心と技を磨き続けること
が、隙のない備えとなり、国民の安全はもとより、仲間とそ
の家族の幸せにつながることを自覚し日々の隊務に邁進して
もらいたい」と隊員を鼓舞しました。
第１４音楽隊の演奏から始まり、第１４後方支援隊の士気

旺盛な様子をご来賓の方々にご覧いただきました。

プロフェッショナルとして隊務に邁進する

第１４後方支援隊（隊長 渡邉修１等陸佐）は、
１１月２６日、善通寺駐屯地において「第１４後方
支援隊創隊１８周年記念行事」を実施しました。

【アトラクション等】
式典終了後、子供広場において輪投げやストラックアウト等、

隊員家族の子どもたちとふれあいの場を設けました。（写真右）
また、祝賀会食では、終始和やかなムードで行われる中、ご来賓
の方々から多くの激励のお言葉をいただき、盛会のうちに終了し
ました。

クリスマスコンサートを盛り上げる

第１４旅団は、１２月１４日高知県安芸郡芸西村において
巡回演奏を行いました。

巡回演奏では、芸西村民会館大ホールで行われたクリスマ
スコンサートにゲスト出演するとともに第１４音楽隊が芸西
中学校において演奏指導を行いました。

また、ホールの外では第１５即応機動連隊及び第１４情報
隊が装備品展示を行い多くの皆様にご来場いただきました。

【演奏指導】
各楽器に分かれ音の出し方など

練習した後に、合同演奏を行いま
した。限られた時間にもかかわら
ず息の合った演奏が音楽室に響き
ました。

【装備品展示】
９６式装輪装甲車（ＷＡＰＣ）、

オートバイ、高機動車、無人偵察
機（スキャンイーグル）の装備品
展示を行い、たくさんの来場者に
触れていただきました。

【演奏会】
芸西村吹奏楽団との合同演奏

ではクリスマスにちなんだ「ク
リスマスディスコキャロル」な
どを演奏し、会場は大いに盛り
あがりました。

５



０６ 部外イベントに参加
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０７ 防災フェスタでホール演奏を実施

地域住民の防災意識の高揚にも寄与

第１４音楽隊（隊長 平林誠１等陸尉）は、１１月１７
日にアエルワホール（徳島県阿南市）で開催された阿南市
防災フェスタに参加し、ステージ演奏を行いました。

地域住民や防災関係者を含む多くの観客が集まり、ホー
ルは終始熱気に包まれました。

６

【おいしいかんおんじ物産展】（写真左）
自衛隊ブースにおいて野外通信システムの装備品展示を行いました。
多くの方々に足を運んでいただき楽しんでもらうことが出来ました。

システム通信科職種の魅力をアピール！

第１４通信隊（隊長 脇田祐一朗２等陸佐）は、１１月２６日、香川県観音寺市において
「おいしいかんおんじ物産展」、１１月２９日、徳島県阿南市において「羽ノ浦中学校防災教
育」に参加しました。

【羽ノ浦中学校防災教育】（写真右）
野外通信システムの装備品展示と野外電話機の操作体験を行いました。
特に野外電話機の操作体験では、多くの中学生に体験してもらいシステム通

信科という職種に興味をもっていただき自衛隊の魅力をアピールできたと思い
ます。

今後もこのようなイベントに参加して、部外広報活動に積極的に取り組み地域住民の自衛隊
に対する理解と信頼獲得に寄与していきます。

【演奏会第１部】（写真上）
吹奏楽の魅力を存分に堪能できるク

ラシックステージが展開されました。
オリジナル曲の「プロローグ・マジェ
スティア」や「フラッシング・ウイン
ズ」の壮大な響きがホール全体を包み
世界的に有名なミュージカル「ウエス
トサイドストーリー」の名曲を集めた
「ウエストサイドストーリー・セレク
ション」では華やかで情感あふれるア
レンジを披露しました。

【演奏会第２部】
防災フェスタのテーマ

にちなんだ選曲で、消防
士を描いた映画のサウン
ドトラック「バックドラ
フト」や、隊員による歌
唱で「コスモス」を披露
しました。また多くのソ
ロ演奏が見どころの
「ディスコ・パーティ」
では、各楽器の華やかな
音色が会場を盛り上げ、
演奏会はクライマックス
を迎えました。
（写真右）

演奏終了後には多くの観客から「素晴しい演奏に感動した」「防災について考える良いきっかけに
なった」という声をいただき、音楽の感動を通じて地域の防災意識を高めるステージとなりました。



新隊員たち、初めての射撃訓練

第１５即応機動連隊（連隊長 徳淵文雄１等陸佐）は、１１月中旬、国分台演習場（香川県）
において１２０㎜迫撃砲縮射弾射撃訓練※を実施しました。本訓練は新隊員を中心に班を編成し、
経験を積ませることを目的に行われました。

０８ １２０㎜迫撃砲射撃訓練を実施

０９ 自動二輪集合教育（後段）

「 人 バ 一 体 」

第１４偵察隊（隊長 神品秀雄２等陸佐）は、約１カ月にわたり自動二輪集合教育（後段）を
実施しました。

本教育は旅団各部隊から集まった隊員に対してオートバイの操縦技術を磨き上げるため、基本
操縦のみならず不整地でも自由自在に乗りこなす応用技術の修得を目的に行われました。

参加した隊員は１カ月を通し、どんな険しい道もバイクと共に走破できるよう「人バ一体」の
心構えのもと、技術を修得することが出来ました。最後の練度判定では全員が合格することが出
来ました。

※ 縮射弾とは、本来の射距離や威力を小さくした弾薬。１２０㎜迫撃砲を本来の弾薬で射撃す
るには広大な演習場が必要となります。縮射弾を使用することにより狭い場所でも訓練できるよ
うに開発されたのが「縮射弾」です。

不整地走行
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【班長の射撃号令を待つ様子】（写真右）
本訓練に参加した山田陽介２士は訓練を終え「思ったより音と

衝撃が大きくてびっくりしました。実弾射撃ではさらに大きな音
と聞いているので気合を入れていきます。」と語りました。

【１２０㎜迫撃砲の照準する様子】（写真左）
本射撃訓練には、１２０㎜迫撃砲での実弾射撃経験のない令和

６年度に入隊した新隊員が参加しました。

新隊員は引き続き訓練を実施し、来たる実弾射撃訓練に向けて、更なる練度向上に励みます。

【教育の様子】
デコボコの地面、不安定な坂などから体重移動の重要性やアクセルワークのコツをつかんでいきました。

丸太越え 階段登行 尾根越え

７
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１０ 応急展開・設置訓練の実施
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万事任務に備えて

第１４情報隊（隊長 濱田安彦２等陸
佐）は、旅団長統率方針「万事任務が基
準」を念頭に応急展開・設置訓練を実施
しました。

【応急展開・設置】
時間に余裕のない状況下で無

人偵察機（スキャンイーグル）
を運用するため各種装置（発射
装置、回収装置）の設置、シス
テムチェック、さまざまな器材
の接続要領を確認しました。

【ミーティング】
一連の動きを確認

した後は、ミーティ
ングを行い、課題解
決や意思決定の促進
を図るとともに隊員
同士の協調性や意欲
を高めました。

【夜間訓練】
繰り返し訓練を行い、

各種器材の癖を把握し、
器材に慣れることでス
ムーズに設置・展開が
可能になります。訓練
は夜間においても行わ
れました。

１１ 化学火工品処理技能者集合訓練

処理技能者として

第１４特殊武器防護隊（隊長 西原清隆３等陸佐）は１１
月下旬、善通寺駐屯地及び国分台演習場（香川県）において
「令和６年度化学火工品処理技能者集合訓練」を実施しまし
た。
本訓練は、化学火工品に関する取扱い及び処理要領に関す

る技術を修得する訓練であり、訓練参加者は駐屯地内で化学
火工品に関する知識を学び、模擬弾を用いた取扱い及び不発
時の処理要領について練成しました。
当初はぎこちない様子でしたが、反復演練により徐々に練

度を向上させ、国分台演習場において実化学火工品を用いた
訓練を行い処理技能者として必要な知識・技能を修得しまし
た。

【
実
化
学
火
工
品
を
用
い
た
訓
練
】

発煙黄りん手榴弾投てき訓練

照明筒１形の取扱い

１２ 徳島県警察及び香川県警察との合同共同訓練の実施

８

連携強化を図り地域の安全を守る

第１５即応機動連隊は、１１月２９日、
徳島県警察及び香川県警察と共同し、施
設や区域の警戒防護を実施するとともに、
治安を侵害する勢力の鎮圧要領について
訓練しました。これまでは各県の警察毎
行ってきましたが、今年は初めて徳島県
警察、香川県警察、第１５即応機動連隊
が協力した合同共同訓練となりました。

【緊急走行訓練】
香川県警察のパトカーを先頭に訓

練地域まで展開しました。

【共同対処】
香川県、徳島県の警察の協力のも

と、武装工作員を自衛隊が鎮圧・引
き渡し、地域を安全化するまでの一
連の行動を訓練しました。



９

これが
私の

２０２４年

「突撃」 「父子相伝」「絶望の中の希望」 「慧敏」

「ＴＡＫＥ ＯＦＦ！！」 「協・闘」 「笑顔を支えた先輩の涙」 「束の間の紅葉狩り」

「淡々と」

「山の上の雲」 「いつでも来い！」 「ＯＮＥ ＴＥＡＭ」

「視力８．０」 「威風堂々」

「Point instructions」

「高知駐屯地納涼祭」

「アイドル」 「気概」

「繋」

「Ｃａｍａｒａｄａ～仲間～」 「艦艇広報」

「きっかけ」
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旅団唯一の音楽科部隊が年に１度の大祭りを開催！！
高度な演奏技術はもちろん第１４音楽隊の色鮮やかなアレン

ジを加えた楽しい演出が盛りだくさん♪
高い支持力を得た善通寺十五聯太鼓・土佐５０連龍馬太鼓が

今年も躍動します！！



発行所：第１４旅団司令部総務課広報班 住所：香川県善通寺市南町２丁目１－１ 電話：0877-62-2311（内2256・2257）

『煙突と間違えてＭＣＶハッチに登っている！？あわてんぼうのサンタクロース』


